
＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を目標としている事例＞

○研修宿泊施設の整備による担い手の育成確保

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道枝幸郡枝幸町 枝幸地区
えさしぐんえさしちょう え さ し ち く

協 定 面 積 田 畑 草地（100％） 採草放牧地
4,818ha 牧草

交 付 金 額 個人配分分 50％
7,227万円 共同取組活動 集落の管理体制 11％

（50％） 農業生産活動等 0％
農業生産活動等の体制整備 39％

協定参加者 農業者 83人、農業生産法人 ４法人

２．取組に至る経緯

近年、様々な理由から離農が進んでおり、また、経営規模拡大及び高齢化等からな

る労働力不足が懸念され、農業の安定的持続に向けた後継者の育成や新規就農者の受

入及び、既存農業者の技術向上等が求められてきた。このことから、担い手等の育成

のための研修システムの確立及び、農作業の分業化による労働力の確保のため、農作

業受託組織、育成牛の預託システムの体制整備等を図ると共に、酪農に対する理解を

深めるため、学校との連携を図ることとした。

３．取組の内容

食品の加工や宿泊等も可能な研修施設として、酪農振興センターを平成18年度に設

立し、農業者に対する研修や講習会の実施により、新規就農者の安定的な確保や認定

農業者の育成に努めている。

多面的機能増進活動としては、集落に参加している農家による町内の小学生を対象

とした酪農体験学習を行う等、地域で開催されるイベントにも積極的に参加し、地元

の住民との交流も積極的に行っている。

また、酪農振興センターを活用した地域子供会等のリーダー研修の受入や、食品加

工研修等の取組みを通じて、農業・農村に対する理解を深めてもらえるよう活動して

いる。

研修会開催状況 酪農体験学習



〔集落の将来像〕
今後、農業後継者の育成及び、法人化等の推進すると共に、農作業の分業化を進め、また家族経営

者や高齢な農業者についてもゆとりある農業経営を行い、一層農業の発展を図る。

〔将来像を実現するための活動目標〕
・生産性の低下した草地の改良整備
・農業支援組織等の活用による労働負担の軽減

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能の発揮 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 学校教育との連携 集落を基礎とした営農組織の育
（草地 4,895ha） ・インターンシップ及び農 成活動

業体験等学習受入実施 ・作業機械の導入により作業受
託の実施

個別対応 共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理 担い手の育成
・作業道 草刈り ・新規就農者及び農業研修生の
（年２回及び随時） 研修宿泊施設の整備

・認定農業者の育成(1名以上)
共同取組活動 ・酪農体験ツアーの実施

共同取組活動

生産性の低下した草地の
改良整備
・草地改良面積(200ha/年)

共同取組活動

４ 取組による変化と今後の課題等

各種研修会を実施することにより、認定農業者は計画を上回る増加をしている一方、

今後、さらなる農業者の高齢化等による担い手の不足が予測され、安定的な営農を行

うために、十分な労働力の確保が必要となる。このことから、農作業受託組織の設立

が急務の課題ではあるが、農作業を受託する上で、マネージメント等が大きな負担と

なっており、支援組織のあり方について検討を早急に進めて行かなければならない。

［平成21年度までの主な成果〕

○生産性の低下した草地の改良整備

（草地改良面積 実績： 50ha／年 目標：200ha／年）

○農業支援組織等の活用による労働負担の軽減

農作業受委託体制整備への支援

堆肥散布作業の実施（機械銀行等）

（利用状況 平成17年 11戸105ha 平成18年 14戸156ha 平成19年 10戸105ha

平成20年 16戸178ha 平成21年 20戸270ha）


